平成22年度　第２回　木曽町地域公共交通協議会
議　事　録

日　時：平成22年12月24日(金)　14:00～16:00

会　場：木曽町役場　第１会議室
出席者：別紙の通り

議　題：
（１）これまでの経過について
資料１

　　　 
（２）平成22年度運行結果現状報告について
資料２

（３）生活交通システム現時点における課題と今後の対応方針
資料３、４

（４）今年度の利用促進事業の実施報告
資料５

（５）その他


議事内容：

(１)について

・配布資料１に沿って、事務局より説明

・質疑応答はとくになし
(２)について

・配布資料２に沿って、事務局より説明

・質疑応答はとくになし

(３)について

・配布資料３、４に沿って、事務局より説明

・質疑応答は以下の通り

	田中委員
（福島住民代表）

伊藤担当

（事務局）

原課長

（事務局）
田中委員
（福島住民代表）

青山委員

（福島住民代表）

コンサルタント

（事務局）
古橋委員

（開田地区協）

原会長
黒田委員

（三岳住民代表）

原会長
青山委員

（福島住民代表）

伊藤担当

（事務局）

青山委員

（福島住民代表）

小林委員

（福島住民代表）

原会長

千村委員

（日義自治協）

古橋委員

（開田地区協）

原会長

古橋委員

（開田地区協）

原会長


	デマンドの距離緩和に伴って、伊谷地区では田尻、永田といった集落が新たに組み込まれるのではないかと期待している。現在、国道にバス停がないため、同地区はバスが使いづらいのが実状である。

国道から上の地区については、現在すでにデマンドの対象地区である。いま水無神社へのバス自体の移設の話も出てきているが、これによっても変わってくるはずである。

いずれにしても微妙なところではないか。

含まれるとありがたいが、伊谷地区の扱いをどうするかは、しっかり検討してほしい。

300ｍ短くすることによって、どのくらいの世帯が含まれるかということは試算しているのか。

これについては相当の作業量になるので、簡単には出すことができない。このため、これから支所ごとに分担して、時間をかけて線引き作業をしていこうという話である。具体的な算定は行っていないが、対象地区自体は増やしていないので、さほど大きな変化にまでは至らないとみている。ちなみ300ｍという設定は拾える軒数というよりも、歩行距離とその負担の面から考えているもので、いまの１kmという距離は、高齢者の足だと約20分かかる。つまり20分までの人は歩いてくださいということだが、やはり最後の５～６分が体力的にも厳しいものがある。今回、このきつい部分の人が救われることの意義が大きいものと考えている。

開田の髭沢や関屋地区などでは、ほとんど街灯のない暗い道を２kmくらいにわたって歩いて帰る高校生がいる。この件についても考慮してほしい。

ご意見として承っておき、細かい検討は分科会のほうに落としていきたい。

ガイドライン、その他、対応事項についてはこれで良いか。それではこのかたちで次年度より運用していく。
次にバス路線、ダイヤに移りたい。

三岳王滝線の10:20福島駅着に乗ると、10:25発のＪＲ中央線の長野行き「しなの」があるが、乗継ぎ時間が短く、足の悪い人には間に合わない可能性がある。もう少し余裕を持たせるべきである。
とくにいま川合トンネルが片側交互通行になっており、下手をすると３分待ちになる。

少し長くとれるように対応したいと考える。

福祉定期券の年齢基準について、75歳に引き上げということだが、現在の購入者の年齢分布などは把握しているか。

購入者については記録が残っているので調べれば出すことができる。

一律に75歳というやり方はないのではないか。

利用者を増やしたいという議論をしているのであるから、いま利用者があって、福祉定期券の収入もそれなりにあるのであれば、今のままでよいのではないか。

現在の福祉定期券については、もともと木曽町合併前に各町村で実施していた高齢者施策としてのバス運賃の値引きがあって、これがバラバラであったものを統合するかたちで導入したものである。その際に一番低い65歳のラインに下げたという経緯があり、確かにいまもちょっとサービスしすぎではないかという声も届いている。

これについても、分科会、幹事会で詳細を検討していきたい。

昨年、警察署のほうから免許返納者に対してのサポートをお願いしたいという意見もあったはずである。単に年齢の基準だけで判断するのでなく、そのあたりも考慮してほしい。

開田については、以前は片道運賃が1500円であったのが、現在、大変安くなり、また通学定期券も１ヶ月8000円ということで十分に安い額になって感謝はしているが、高校生の通学については一律無料にするという方法も考えられるのではないか。

この件についても、そのような要望があることは承知している。引き続き検討していきたい。

開田の巡回バスは西又地区までの延伸ができないか。約2.5kmである。検討してほしい。

検討課題としていく。




(４)について

・配布資料５に沿って、事務局より説明

・質疑応答は以下の通り

	伊藤担当

（事務局）

黒田委員

（三岳住民代表）

木村係長

（事務局）

青山委員

（福島住民代表）

木村係長

（事務局）

青山委員

（福島住民代表）

原課長

（事務局）

徳委員代理

（おんたけ交通）
コンサルタント

（事務局）

青山委員

（福島住民代表）

伊藤担当

（事務局）

原会長

小野委員

（木曽交通）

原会長


	誕生日無料の利用者数データが確認できたので報告する。９月に２人、10月に２人、合計４人である。

地図版路線図について、三岳の道の駅を入れてほしい。

対応する。

この路線図については、紙での出力を行わないということでよいか。

基本的には画面で見たり、必要に応じてプリンタで出力することを想定している。印刷物としての大量に刷ることはしないが、小部数を印刷して、役場や案内所などに差しておくというような対応はできると思う。

マイ時刻表については、紙で出力をするとのことだが、その費用は見込んであるか。

各支所で対応する。

管沢バス停は開田地区のなかにあるわけだが、バス停の方面別の表示が「開田方面」となっており、どちらに乗ったよいのか混乱を招くケースがあるようだ。神田宮前方面というように記さないとわかりづらい。

開田高原線の時刻表は、各バス停で同一のひな形が使われており、「上り（木曽病院→木曽福島駅→ふくしまスキー場→開田方面）」となっており、下りはその逆順で表示してある。確かに開田のなかにあっては正確な表記とは言えないが、一括で制作・印刷するシステムを運用しており、バス停個別に作り分けるのは難しい状況である。

時刻表のアタッチメントが壊れて落下したものがあったはずだが、その後どうか。

350本のバス停があり、年に１～２ヶ所程度の破損はあるようだが、さほど多くはない。順次強いものに取り替えており、現在は両面テープとネジ留めの併用としている。

その他に何かないか

デマンドの人数は間違いなく減ってきている。利用していた高齢者が亡くなったり、出歩けなくなったりする一方、若い人は免許を持っているので、利用者層が拡大しない。このシステムを活かすために、利用者を増やす方向で考えていってほしい。

引き続き検討していく。


・今後のスケジュールなどについて確認
・原会長からの挨拶のあと、閉会

以　上
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